
順位 項　　　目 説　　　　明

1
新型インフルエンザの感染拡
大

　2009年４月から世界中で感染が拡大した新型インフルエンザは、大館市では7月
24日に初めて感染者が発生し、９月下旬からは市内小中学校で相次いで学級閉鎖な
どの措置を執る事態となった。
　市では、地元医師会の協力で発熱外来センターを開設したほか、感染拡大と感染者
の重症化を防ぐため、11月からは順次予防ワクチン接種を開始するとともに、集団
接種の実施と接種費用の助成などを行った。

2
ハチ公ブランドによる観光元
年

　ハリウッド映画「HACHI約束の犬」の公開にあわせ、４月にリチャード・ギアさ
んへ招待状を発送し、７月は渋谷で来日歓迎セレモニーを実施した。また、8月14日
から16日は「HACHI約束の犬」大館上映が行われ、２千人が来場。8月16日には大
文字焼きで犬文字の演出が行われ、全国に大館を大きくＰＲすることができた。
　その他、8月8日には大館市観光プラザが、９月には大館曲げわっぱ体験工房が
オープン。また、ノースアジア大学との観光に関する連携協定締結や大館地域観光振
興協議会が設立された。
 ハチ公ブランドを契機に、ハチ公関連商品の開発ラッシュが見られるなど、本市特産
品をめぐる動きが活発化した,。

3

市立総合病院増改築事業が全
面完成し、弘前大学専門医養
成病院ネットワークに関する
協定を締結

　平成１７年７月に工事着工された総合病院の増改築事業が３月末に全て完成し、４
月から全面オープンした。
　また、２月には厚生労働大臣より地域がん診療連携拠点病院の指定、５月には入院
基本料施設基準の看護師7対１を取得、8月には新ライナック棟の増築に伴う最新の
放射線治療装置の導入、１１月には総合病院と弘前大学大学院医学研究科及び弘前大
学医学部附属病院の間で弘前大学専門医養成病院ネットワークに関する協定の締結な
どハードとソフト両面で病院機能が充実。

4 政権交代
　第４５回衆院選で民主党が過半数（２４１議席）をはるかに上回る３０８議席を獲
得し、民主党政権が誕生した。
　予算や各種事業など見通しが不透明な中、様々な影響が懸念される。

5
大館市バイオマスタウン構想
が認定

　本市が国に申請していた「大館市バイオマスタウン構想」が認定され、７月３１日
に農林水産省のホームページから公表された。
　地球温暖化防止に寄与することを目的にバイオマス利用を図るため、公共施設へペ
レットストーブ９２台を導入。また、市役所本庁ボイラーの燃料もペレットで再稼
動。
　さらに、林地残材のバイオマス利用を図るため、市有林の切捨間伐材を収集してペ
レットを製造する事業が開始した。来年度は、ハチ公荘や有浦保育園などの暖房にも
ペレットボイラーを導入していく予定。

6 大館市農業公社が設立

　本市における農地の面的集積の促進と、農産物の生産振興を推進し、地域農業の持
続的発展に寄与することを目的として、３月に大館市農業公社を設立。
　遊休農地等の現況を調査するとともに、農地の利活用に関する様々な課題や問題点
を農業関係機関と共有しながら、遊休農地の有効利用を図るための事業を進めてい
る。
　また、地域における耕作放棄地の再生利用を図るため、７月に「大館市耕作放棄地
対策協議会」を関係団体で設立し、公社は、農業委員会とともに耕作放棄地のあっせ
ん業務も行っていく。

7
大町活性化の拠点づくりに着
手

　大町商店街振興組合が「新がんばる商店街77選」に選定され、大町ハチ公通りと
して商店街活性化に動き出す。
　旧正札竹村の旧館棟解体撤去工事が９月に着工、１０月には新館１階に秋田県北部
男女共同参画センターが移転オープン。また、敷地内に南北を結ぶ通路をつくり、
「ハチ公横丁」として屋台村などを設置する計画。

8
旧山田小学校に生ハム工場
(白神フーズ㈱)を誘致

　平成20年３月に廃校となった旧山田小学校に、生ハム工場(白神フーズ㈱)の誘致が
決定した。
　10月に旧校舎と敷地の賃貸借契約を締結。同社では12月末まで改築工事を行い、
終了しだい操業を開始する計画である。
　廃校舎を利用した新しい試みとして全国から注目されており、企業誘致の方策に加
え、中山間地域の地域づくり対策としても大きな役割を担っていただくことが期待さ
れている。

9
扇田まちづくり交付金事業完
成

　平成17年度から5箇年事業で進めてきた「扇田地区まちづくり交付金事業」がほぼ
終了し、都市計画道路「学校通線」の整備や、比内公民館体育館の改修が完成した。

10
十二所北地区農業集落排水事
業完成

　平成１５年度から着手した十二所北地区の農業集落排水事業が３月に完成し４月１
日から、曲田、道目木、軽井沢、五輪岱、浦山、猿間、十二所の一部が供用開始され
た。

平成２１年の１０大ニュース
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1

新型インフルエンザの感染
拡大に対策 新型インフルエンザ感染拡

大に伴う対策事業の実施

旧山田小学校に生ハム工
場                (白神フーズ
㈱)を誘致

十二所北地区農業集落排
水事業完成

新型インフルエンザの流行
で、学級閉鎖等の休業措置
が頻発。

新ライナック棟増築工事を
含む増改築事業の全面完
成

消防広域化首長会議
扇田地区米代川河川緑地
公園完成

生ハム工場進出

2

7月19日豪雨による被害
大館市環境マネジメントシ
ステムの国際認証登録を更
新

ハチ公ブランドによる観光
元年

政権交代による混乱
寄贈バイオリンによるお披
露目コンサート開催。

地域がん診療連携拠点病
院の指定と相談支援セン
ターの設置

全国消防救助技術大会入
賞

扇田まちづくり交付金事業
完成

総合支所機構の縮小

3

北朝鮮からの飛翔体事案

介護保険事業計画の策定
及び介護保険施設の整備

耕作放棄地対策協議会の
設立

公共下水道事業認可区域
を154.3ha拡大

学校耐震補強事業の前倒
しで、事業実施が加速。

新型インフルエンザの流行 救急救命士　３名誕生
比内町扇田地区に「光ブ
ローバンド」が整備された

入山者の遭難多発

4

旧産業棟解体して駐車場
に 保育園待機児童解消策の

実施

大館市農業公社の設立
遊休農地等利活用調整事
業始動

秋田県北部男女共同参画
センター移転オープン

樹海ドームの人工芝全面張
替え終了。

施設基準看護師７対１の取
得

救急隊員セミナー開催
新型インフルエンザが町内
で猛威を振るう

田代地域まちづくり協議会
が始動

5

第45回衆議院議員総選で
政権交代

自殺予防対策事業の実施
大町商店街振興組合が「新
がんばる　　商店街77選」に
選定される

大町活性化の拠点づくりに
着手

昭和５３年大館市出土の土
偶が大英博物館に展示さ
れた。

一般病床の削減 消防関係専門職資格取得 犀川河川改修事業に着手
養豚団地化構想に田代地
域が候補に

6

納税相談室の設置

市民の健康づくり事業の拡
大

ふるさと雇用による間伐材
収集利活用事業を開始

扇田地区まちづくり交付金
事業の完成

学校教育環境適正化計画
（素案）に基づく学校統合
地元説明会の開催。

弘前大学専門医養成病院
ネットワークに関する協定の
締結

行方不明者等捜索（18件）
県営工業団地から国道285
号へのアクセス道路整備に
着手

７月１９日集中豪雨

7

公的年金からの特別徴収
制度が10月から始まる へき地保育所の指定管理

者の指定

大館市バイオマスタウン構
想が認定
　　ペレットストーブ９２台を
導入

ゼロダテ/大館展２００９も開
催

まちづくり事業に伴う比内
公民館と付属体育館がリ
ニューアルオープン。

駐車場の有料化
住宅用警報器設置推進事
業　展開

農業体験修学旅行で6中学
校、678人が訪れる

ペレットストーブの導入

8

入札参加資格(業者登録)の
随時登録制度の導入 パスポート発給申請事務の

開始

誘致企業、フレッシュシステ
ム稼動、    遠藤林業新規
立地

扇田地区米代川河川緑地
プレオープン

平成２３年度全国高校高等
学校総合体育大会に向け、
大館市実行委員会が設立
された。

平成２０年度決算での不良
債務の発生と累積欠損金
の処理

7月19日の大雨による避難
勧告発令

大館市比内福祉保健総合
センター多目的ホールを「ミ
ニシアター」として活用を決
定

新型インフルエンザによる
小中学校の学年閉鎖等が
相次ぐ

9

総合評価落札方式(建設工
事)による4件の入札実施 秋田県北障害者就業・生活

支援センター開所

大館市土地改良区統合整
備推進協議会設立（大館長
木川水系）

横岩地区上水道工事完成
中央図書館の図書情報シ
ステム更新及び「おおとり
号」（移動図書館車）の更新

高層棟での初の防火訓練
実施

消防施設整備事業の国庫
補助事業採択

小泉交流センター完成
ひとり暮らし等高齢者居宅
訪問実施

10

人事評価制度の試行実施
大館市斎場1.2号炉の大型
化および電気設備盤のデ
ジタル化

中山間地域活性化対策始
動
地域づくり座談会と集落聞
き取り調査を実施

猿間地区上水道低水圧解
消

白沢御膳水の改修工事で
湧出量が復活。

基幹型臨床研修病院の指
定

秋田県消防操法大会好成
績　　（全県消防団員による
大会）

大館市比内福祉保健総合
センター「指定管理者」決
定

田代岳５合目に遭難防止
用案内板設置
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